
(57)【要約】
【課題】耐熱性，耐湿性，打抜加工性及び臭気性に優れた紙基材銅張積層板を提供する。
【解決手段】紙基材に乾性油変性フェノール樹脂ワニスを含浸し，加熱乾燥させプリプレ
グを作製し，これを複数枚重ね，その片面若しくは両面に接着剤付き銅はくを重ね併せ，
加熱加圧成形して成る銅張積層板の製造方法において，エポキシ樹脂を５～３０部配合し
てなる乾性油変性フェノール樹脂で，かつ乾性油を変性する初期反応時の乾性油とフェノ
ールの反応率（投入したフェノール量に対する，反応したフェノール量の割合）を２０～
６０％にした後，ホルムアルデヒドを塩基触媒下で反応させることを特徴とする銅張積層
板の製造方法を得る。
【選択図】　なし 10

JP 2004-17308 A 2004.1.22



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
紙 基 材 に 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ワ ニ ス を 含 浸 し ， 加 熱 乾 燥 さ せ プ リ プ レ グ を 作 製 し ，
こ れ を 複 数 枚 重 ね ， そ の 片 面 若 し く は 両 面 に 接 着 剤 付 き 銅 は く を 重 ね 併 せ ， 加 熱 加 圧 成 形
し て 成 る 銅 張 積 層 板 の 製 造 方 法 に お い て ， エ ポ キ シ 樹 脂 を ５ ～ ３ ０ 部 を 配 合 し て な る 乾 性
油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 銅 張 積 層 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 が ， 乾 性 油 を 変 性 す る 初 期 反 応 時 の 乾 性 油 と フ
ェ ノ ー ル の 反 応 率 （ 投 入 し た フ ェ ノ ー ル 量 に 対 す る ， 反 応 し た フ ェ ノ ー ル 量 の 割 合 ） を ２
０ ～ ６ ０ ％ に し た 後 ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 塩 基 触 媒 下 で 反 応 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 銅 張
積 層 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， 耐 熱 性 ， 耐 湿 性 ， 打 抜 加 工 性 及 び 臭 気 性 に 優 れ る フ ェ ノ ー ル 樹 脂 積 層 板 の 製 造
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
紙 基 材 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 積 層 板 は ， 加 工 性 が 良 い た め ， 打 抜 加 工 が 多 用 さ れ て い る 。 フ ェ ノ
ー ル 類 と ホ ル ム ア ル デ ヒ ド だ け で 合 成 さ れ た フ ェ ノ ー ル 樹 脂 は ， 硬 く ， 可 塑 性 が 無 く ， 現
在 の 積 層 板 に 要 求 さ れ て い る 打 抜 加 工 性 が 得 ら れ な い 。 そ の た め に ， 低 弾 性 率 の 紙 基 材 を
使 用 す る 。 こ の ほ か ， フ ェ ノ ー ル 樹 脂 自 体 に 可 塑 性 を 付 与 す る よ う に し て い る 。 フ ェ ノ ー
ル 樹 脂 に 可 塑 性 を 付 与 す る 手 段 と し て は ， 乾 性 油 で フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 変 性 す る 手 法 が 広 く
採 用 さ れ て い る 。
ま た ， 基 材 と し て は ， ク ラ フ ト 紙 ， リ ン タ ー 紙 等 の 紙 を 用 い る 。 紙 基 材 に 水 溶 性 メ ラ ミ ン
樹 脂 ， ま た は 水 溶 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 含 浸 し た 後 ， 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 含 浸 し て
難 燃 性 ， 耐 湿 性 な ど を 向 上 さ せ る 方 法 も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に お い て ， 乾 性 油 で 変 性 し た 際 ， フ ェ ノ ー ル と
の 反 応 率 が 低 い と ， そ の 樹 脂 を 用 い た ワ ニ ス は 架 橋 密 度 が 低 く ， 耐 熱 性 ， 耐 湿 性 ， 打 抜 加
工 性 が 劣 り ， ま た 未 反 応 の フ ェ ノ ー ル 等 の 低 分 子 物 に よ る 臭 気 性 が 強 い と い う 問 題 が あ っ
た 。 ま た ， 紙 基 材 を 水 溶 性 メ ラ ミ ン 樹 脂 で 処 理 す る と ， 難 燃 性 が 向 上 す る が ， 耐 湿 性 が 劣
る 。 ま た ， 紙 基 材 を 水 溶 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 で 処 理 す る と ， 耐 熱 性 ， 耐 湿 性 は 向 上 す る が ，
難 燃 性 ， 打 抜 加 工 性 が 劣 り ， 諸 特 性 を バ ラ ン ス よ く と る の が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 次 の も に 関 す る 。
（ １ ） 　 紙 基 材 に 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ワ ニ ス を 含 浸 し ， 加 熱 乾 燥 さ せ プ リ プ レ グ を
作 製 し ， こ れ を 複 数 枚 重 ね ， そ の 片 面 若 し く は 両 面 に 接 着 剤 付 き 銅 は く を 重 ね 併 せ ， 加 熱
加 圧 成 形 し て 成 る 銅 張 積 層 板 の 製 造 方 法 に お い て ， エ ポ キ シ 樹 脂 を ５ ～ ３ ０ 部 を 配 合 し て
な る 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 銅 張 積 層 板 の 製 造 方 法 。
（ ２ ） 　 上 記 （ １ ） 記 載 の 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 が ， 乾 性 油 を 変 性 す る 初 期 反 応 時 の
乾 性 油 と フ ェ ノ ー ル の 反 応 率 （ 投 入 し た フ ェ ノ ー ル 量 に 対 す る ， 反 応 し た フ ェ ノ ー ル 量 の
割 合 ） を ２ ０ ～ ６ ０ ％ に し た 後 ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 塩 基 触 媒 下 で 反 応 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 銅 張 積 層 板 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は ， 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に お い て ， エ ポ キ シ 樹 脂 を ５ ～ ３ ０ 部 配 合 し ， 未 反
応 の フ ェ ノ ー ル 類 等 を 少 な く す る こ と に よ り 臭 気 性 を 低 下 さ せ ， か つ 乾 性 油 を 変 性 す る 初
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期 反 応 時 の 乾 性 油 と フ ェ ノ ー ル の 反 応 率 （ 投 入 し た フ ェ ノ ー ル 量 に 対 す る ， 反 応 し た フ ェ
ノ ー ル 量 の 割 合 ） を ２ ０ ～ ６ ０ ％ に し た 後 ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 塩 基 触 媒 下 で 反 応 さ せ る
こ と で ， 架 橋 密 度 を あ げ ， 耐 熱 性 ， 耐 湿 性 他 を 改 善 す る こ と を を 特 徴 と す る 銅 張 積 層 板 の
製 造 方 法 で あ る 。
紙 基 材 に ， 予 め メ ラ ミ ン 樹 脂 で 変 性 し た 水 溶 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 含 浸 乾 燥 さ せ た 後 ， 更 に
前 記 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に メ ラ ミ ン 樹 脂 で 変 性 し た 水 溶 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 配 合 し
た ワ ニ ス を 含 浸 乾 燥 さ せ て も 良 い 。
乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に 配 合 す る エ ポ キ シ 樹 脂 は ５ ～ ３ ０ 部 と す る の が 好 ま し く ， ５
部 以 下 で は 効 果 が 不 十 分 で あ り ， ３ ０ 部 以 上 で は 耐 熱 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に お い て ， 乾 性 油 を 変 性 す る 初 期 反 応 時 の 乾 性 油 と フ ェ ノ ー ル
の 反 応 率 （ 投 入 し た フ ェ ノ ー ル 量 に 対 す る ， 反 応 し た フ ェ ノ ー ル 量 の 割 合 ） を ２ ０ ～ ６ ０
％ と す る の が 良 く ， 好 ま し く は ３ ０ ～ ５ ０ ％ が 良 い 。 乾 性 油 と フ ェ ノ ー ル の 反 応 率 が ２ ０
％ 未 満 で は ， 架 橋 密 度 が 低 く ， 耐 熱 性 ， 耐 湿 性 ， 打 抜 加 工 性 が 劣 る 。 反 応 率 が ６ ０ ％ を 超
え る も の 得 る こ と は 通 常 の 反 応 で は 難 し く ， 増 粘 し た り ， ワ ニ ス の ラ イ フ 等 で 管 理 が 困 難
を 極 め る 。 ま た ， 紙 へ の 含 浸 性 も 低 下 し ， 積 層 板 用 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 と し て 適 さ な い 。
銅 張 積 層 板 は ， 基 材 と し て ク ラ フ ト 紙 ， リ ン タ ー 紙 等 の 紙 を ， ま た ， 乾 性 油 変 性 フ ェ ノ ー
ル 樹 脂 の 乾 性 油 と し て は ， 桐 油 ， 脱 水 ヒ マ シ 油 ， ア マ ニ 油 ， オ イ チ シ カ 油 等 が 使 用 さ れ る
。 銅 は く は ， 通 常 接 着 剤 付 き 銅 は く を 用 い る 。 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 用 フ ェ ノ ー ル と し て は ， フ
ェ ノ ー ル ， メ タ ク レ ゾ ー ル ， パ ラ ク レ ゾ ー ル ， オ ル ソ ク レ ゾ ー ル ， イ ソ プ ロ ピ ル フ ェ ノ ー
ル ， パ ラ タ ー シ ャ リ ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ， パ ラ イ ソ プ ロ ペ ニ ル フ ェ ノ ー ル オ リ ゴ マ ー ， ノ ニ
ル フ ェ ノ ー ル ， ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 等 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
用 い る エ ポ キ シ 樹 脂 と し て は ， 特 に 制 限 は な く ， 通 常 積 層 板 用 と し て 用 い て い る エ ポ キ シ
樹 脂 を 用 い る 。 こ の よ う な エ ポ キ シ 樹 脂 と し て ， 例 え ば ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 型 エ ポ キ シ 樹 脂
， ビ ス フ ェ ノ ー ル Ｆ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 ， ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 ， 臭 素 化 エ ポ キ シ 樹 脂 な
ど が 挙 げ ら れ ， こ れ ら は 単 独 も し く は ２ 種 類 以 上 組 合 せ て 用 い る こ と が で き る 。
ま た ， リ ン 酸 エ ス テ ル の よ う な リ ン 系 化 合 物 ， ブ ロ ム 化 フ ェ ノ ー ル や ブ ロ ム 化 エ ポ キ シ 化
合 物 の よ う な ブ ロ ム 系 化 合 物 ， メ ラ ミ ン 化 合 物 や ト リ ア ジ ン 化 合 物 の よ う な 窒 素 系 化 合 物
又 は 三 酸 化 ア ン チ モ ン の よ う な 無 機 化 合 物 を 単 独 ま た は 混 合 し て 熱 硬 化 性 樹 脂 に 添 加 し て
難 燃 化 し て い る 。 そ し て ， 下 塗 り 樹 脂 と し て 水 溶 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 あ る い は メ ラ ミ ン 樹 脂
で 処 理 し た 紙 基 材 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
（ 実 施 例 １ ）
水 溶 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 付 着 樹 脂 分 が １ ６ ～ ２ ４ ％ に な る よ う に 含 浸 乾 燥 し ， 更 に 桐 油 変
性 率 が ３ ５ ％ で あ る フ ェ ノ ー ル 樹 脂 を 樹 脂 付 着 量 ４ ８ ～ ６ ０ ％ に な る よ う に 含 浸 乾 燥 し ，
所 定 の 性 能 を も っ た プ リ プ レ グ を 得 た 。 そ の 際 の 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 桐 油 と フ ェ ノ
ー ル の 反 応 率 を ２ ０ ％ と し ， ま た エ ポ キ シ 樹 脂 （ Ｄ Ｅ Ｒ ３ ３ １ ， ダ ウ ・ ケ ミ カ ル 日 本 （ 株
） 製 ） を ２ ０ 部 配 合 し た 。
こ の プ リ プ レ グ ８ 枚 と 接 着 剤 付 き 銅 は く ２ 枚 を 重 ね 合 わ せ ， １ ７ ０ ℃ ， １ ０ Ｍ Ｐ ａ で 加 熱
加 圧 し て １ ． ６ ｍ ｍ の 両 面 銅 張 積 層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 実 施 例 ２ ）
実 施 例 １ に お い て ， 使 用 す る 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 反 応 率 を ４ ０ ％ と し た 以 外 ， 他 は
実 施 例 １ と 全 く 同 様 条 件 に て 銅 張 積 層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 実 施 例 ３ ）
実 施 例 １ に お い て ， 使 用 す る 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 反 応 率 を ６ ０ ％ と し た 以 外 ， 他 は
実 施 例 １ と 全 く 同 様 条 件 に て 銅 張 積 層 板 を 得 た 。
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同 様 条 件 に て 銅 張 積 層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 比 較 例 １ ）
実 施 例 １ に お い て ， 使 用 す る 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 反 応 率 を １ ０ ％ と し た 以 外 ， 他 は
実 施 例 １ と 全 く 同 様 条 件 に て 銅 張 積 層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 比 較 例 ２ ）
実 施 例 １ に お い て ， 使 用 す る 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 反 応 率 を ４ ０ ％ と し ， ま た エ ポ キ
シ 樹 脂 （ Ｄ Ｅ Ｒ ３ ３ １ ） を ３ 部 配 合 し た 以 外 ， 他 は 実 施 例 １ と 全 く 同 様 条 件 に て 銅 張 積 層
板 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 比 較 例 ３ ）
実 施 例 １ に お い て ， 使 用 す る 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 反 応 率 を ４ ０ ％ と し ， ま た エ ポ キ
シ 樹 脂 （ Ｄ Ｅ Ｒ ３ ３ １ ） を ４ ０ 部 配 合 し た 以 外 ， 他 は 実 施 例 １ と 全 く 同 様 条 件 に て 銅 張 積
層 板 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 比 較 例 ４ ）
実 施 例 １ に お い て ， 使 用 す る 桐 油 変 性 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 反 応 率 を １ ０ ％ と し た 以 外 ， 他 は
実 施 例 １ と 全 く 同 様 条 件 に て 銅 張 積 層 板 を 得 た 。
得 ら れ た 積 層 板 の 打 抜 加 工 性 ， 耐 熱 性 ， 耐 湿 性 試 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
表 １ に 示 す よ う に ， 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 紙 基 材 銅 張 積 層 板 は ， 耐 熱 性 ， 耐 湿
性 ， 打 抜 加 工 性 及 び 臭 気 性 に 優 れ る 。
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